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荷重位置は鐘の最下部駒の爪むよび和鐘の表面上 1 5 カ所えらんで，荷重質量を 509 から 2009
まで変化させた。その結果，次のことが明らかになった。固有周波数は荷重質量の増加により減少す

























る部分に，鐘の全質量の 1%以-Fの荷重を加えることによって，基音・第 1 上音の周波数したがって
捻りの周波数を調整できることを確めている。
次に一部削除による調整方法を検討し，鐘の上部を削除するときは高次の上音に影響を与えるが基
音・第 l 上音の周波数したがって稔りの周波数には影響がないことを見出している。一方，駒の爪を
一部削除することによっては高次の上音には影響せず，鐘の全質量の 1%以下を削除することによっ
て除りの周波数を調整できることを見出している。
また鐘の節線の位置を精密に検知する装置を作製して，部分荷重・部分削除を基音の節線の駒の爪
の位置に施すことが最も有効でFあることを確めている。
以上のように本論文は和鐘の音響特性を明確にするとともに，その発生する音について調整する方
法を示したものであって，工学上寄与することが大である。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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